
フ


ム
ド
機
能
を
統
合

全
国
主
要
プ
ラ
ン
ト
に
展
開
大林道路ら

　
大
林
道
路
は

田
中
鉄
工
︵
佐

賀
県
基
山
町

古
賀
武
志
社
長
︶

と
共
同
で

フ


ム
ド
装
置
の

機
能
を
ア
ス
フ

ル
ト
プ
ラ
ン
ト

操
作
盤
に
統
合
し
た

大
分
県
大

分
市
の
大
分
セ
ン
タ

ア
ス
コ
ン

︵
大
林
道
路
・
日
伸
建
設
工
業
Ｊ

Ｖ
︶

佐
賀
県
基
山
町
の
北
部
ア

ス
フ

ル
ト
混
合
所︵
大
林
道
路
︶

に
導
入
し
て
い
る

２
０
２
２
年

度
以
降

全
国
の
主
要
プ
ラ
ン
ト

に
展
開
し

地
球
環
境
保
全
に
貢

献
す
る

統
合
に
よ
り

フ



ム
ド
ア
ス
フ

ル
ト
︵
Ｆ
Ａ
︶
混

合
物
が

一
般
的
な
ア
ス
フ

ル

ト
混
合
物
と
同
じ
手
順
で
製
造
が

可
能
と
な
る

ア
ス
フ

ル
ト
計

量
値
と
の
連
動
機
能
で
添
加
量
を

高
精
度
化
で
き
添
加
量
の
記
録


作
動
状
態
確
認
計
器
の
追
加
で
品

質
確
保
を
図
れ
る

さ
ら
に

配

管
の
改
善
と
ノ
ズ
ル
詰
ま
り
防
止

構
造
に
よ
る
省
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
化

も
可
能
と
な
る


　
Ｆ
Ａ
技
術
は

加
熱
ア
ス
フ


ル
ト
に
水
ま
た
は
水
蒸
気

あ
る

い
は
発
泡
剤
な
ど
の
特
殊
添
加
剤

を
混
合
し
て
発
泡
さ
せ

体
積
を

増
加
さ
せ
る
と
と
も
に

見
掛
け

の
粘
度
を
低
下
さ
せ
る
も
の

ア

ス
フ

ル
ト
混
合
物
の
混
合
性
や

作
業
性
の
向
上

製
造
・
施
工
温

度
の
低
減
に
寄
与
す
る

混
合
物

運
搬
時
の
温
度
低
下
に
よ
る
合
材

塊
発
生
の
抑
制
施
工
性
の
向
上


合
材
サ
イ
ロ
内
に
お
け
る
混
合
物

塊
発
生
の
抑
制

混
合
温
度
の
低

減
が
期
待
で
き
る


　
同
社
の
Ｆ
Ａ
技
術
は

水
を
添

加
す
る
だ
け
で
十
分
な
施
工
性
の

改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
合
材
単
価
へ
の
影
響
は
な
く


高
ま
り
つ
つ
あ
る
Ｆ
Ａ
技
術
を
使


た
ニ

ズ
に
応
え
る
も
の
と
な

る


　
Ｆ
Ａ
合
材
の
性
状
で
は

マ


シ

ル
安
定
度

ホ
イ

ル
ト
ラ


キ
ン
グ
試
験
に
よ
る
動
的
安
定

度

水
浸
ホ
イ

ル
ト
ラ

キ
ン

グ
試
験
に
よ
る
剥
離
率
は

そ
れ

ぞ
れ
Ｆ
Ａ
技
術
を
適
用
し
な
い
通

常
の
合
材
と
同
等
で

Ｆ
Ａ
技
術

の
適
用
に
よ

て
合
材
の
性
状

を
損
な
う
こ
と
な
く

締
め
固
め

度
や
作
業
性
の
向
上
に
寄
与
す

る


　
Ｆ
Ａ
混
合
物
は

従
来
の
品
質

を
損
な
う
こ
と
な
く

冬
期
の
施

工
や
長
距
離
運
搬
に
対
応
す
る
の

を
始
め

人
力
施
工
と
な
る
少
量

施
工
や
狭
あ
い
部
な
ど
の
施
工
性

を
改
善
す
る

ま
た

再
生
混
合

物
の
品
質
確
保
︵
繰
り
返
し
再
生

へ
の
対
応
︶

合
材
サ
イ
ロ
で
の

長
期
保
存
可
能
と
い

た
特
長
を

備
え
て
お
り

舗
装
材
リ
サ
イ
ク

ル
の
再
活
性
化

材
料
ロ
ス
の
低

減
を
実
現
す
る


　
さ
ら
に

製
造
温
度
の

度
低

減
で
約
２
・
３

の
Ｃ
Ｏ

排
出

量
を
低
減
す
る
ほ
か

ア
ス
フ


ル
ト
ヒ


ム
︵
蒸
気
︶
の
抑
制

が
可
能
と
な
り

よ
り
一
層
地
球

環
境
保
全
に
貢
献
す
る

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